
平成 29・30 年度 大島地区研究協力校「学力向上（算数科）」 
 

 
 

平成３１年２月１日(金)公開 
 
 
 
 
「授業の充実」・「一人も見逃さない個別，補充指導」・「情意的ポテンシャルの醸成」の実現を目指して 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
                                 
 
 
 

「天小算数スタイル」の確立 
研究内容１ 自己の学びを広げ，深めたくなる「学び合い」の設定 
        算数が苦手な子の不安解消・分かる喜びと，算数が得意な子の自己有用感や自信の強化を目指して 

（１） 自力解決に挑んだ自分の考えを様々な形態の「学び合い」で発信 
（２） 個と「学び合い」との往還により，自分の考えを強固・付加・修正する時間のしかけを設定 

研究内容２ 自己の学びの変容を振り返る「評価活動」の設定 
   適用問題から子どもの自己変容までを確実に見取り，授業前後の成長に向き合う姿を目指して 
（１） 振り返りの合言葉「わつといも」による５つの観点の設定 
（２） 自己の学びの変容を肯定的に振り返り，次時へつなげる評価活動 

研究内容３ 学習環境の整備 
       「主体的・対話的で深い学び」の基盤となる「基礎的・基本的な知識・技能」の確実な定着を目指して 

（１） 「天小スタディ」・「学力向上ルーティン」の設定 
（２） 「Cチェック一覧」作成による，学年及び子ども一人一人の実態分析と対策 
（３） 「算数コーナー」設置による数学的活動の日常化，振り返りのよさの共有化 

 
      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

天城町立天城小学校公開研究会 

 

公開研究会出席者から 
 
○ 天小算数スタイルがよくまとめられており，実践
してみたい。 

○ 日頃からの実践が，学び合いや振り返りの様子か
ら伺い知ることができた。 

○ 子どもたちが，自力解決に挑みたくなる教材が準
備されていた。 

○ 学び合いも振り返りも人権教育の観点が含まれて
おり，よい試みだと思った。 

○ 全職員が一丸となって，子どもたちの力を伸ばそ
うという意識が感じられた。 

○ 分科会では，時間がもっと欲しいと感じるくらい
活発な意見交換ができ，充実していた。 

○ 公開研究会に多くの地域の方が出席されており，
学校と地域の一体感が感じられた。 

研究の概要 

公開授業及び分科会の様子 
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